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( ) ( ) ( 小島 ) ( )

　本日の準決勝の相手NEC戦に向け
て、まずはしっかりと準備して臨ん
だ。序盤から自分達の展開に持ち込
むことが出来たが、２セット目は相
手の勢いに押されてしまった。中盤
から後半にかけて、自チームの中で
やるべきことを修正し、しっかりと
勝利を掴み取ることが出来た。
　今年の残り一戦に全員の力を結集
し、昨年の悔しさを晴らす戦いをし
たい。
　本日もたくさんの応援ありがとう
ございました。

今村 石井 上野 島村 　１セット目からサーブで攻めて、
自分達のバレーをすることが出来て
いたが、勝負所で相手のディフェン
スにはまり、点数が取れなかった。
　２セット目、互いに粘りのあるバ
レーを展開し勝ち切ったのは今回の
試合での収穫だと感じる。
　３、４セット目は久光製薬スプリ
ングスに前半リードを許す場面が多
く、苦しい状況が続いていたが、自
分達のバレーを出して戦えたと思う
。
　悔しい敗戦となったが、今回の結
果をチーム全体でしっかり受け止め
、2019年のVリーグに向けて、しっ
かり準備をしていきたい。本日もた
くさんの応援ありがとうございまし
た。
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＜要約レポート＞
　順当に勝ち上がってきた久光製薬スプリングス対NECレッドロケッツの試合。
　第1セット、NECの司令塔・山口は島村、柳田を巧みに操り久光製薬に挑んだ。それに対し久光製薬の司令塔・古藤はアキンラデウォを中心に
、NECに臨んだ。試合は終盤まで１点を追う白熱したシーソーゲームとなったが、最後は久光製薬の加藤のサービスエースでこのセットを手に
入れた。
　第２セット、序盤からNECはサーブで久光製薬を崩すことに成功し、リードを奪った。しかし、久光製薬は今村、新鍋の活躍もあり中盤、追
いつく。その後も一進一退を繰り返すが、最後はNECが久光製薬のミスを誘い、このセットを手に入れた。
　第３セット、序盤から中盤にかけて久光製薬の古藤の巧みなトスワークでNECを翻弄し、リードを奪った。その後も主導権を奪われることな
くこのセットを取った。
　第４セット、後のないNECは全力で久光製薬に挑んだ。白熱した攻防が続き終盤へと試合はもつれ込んだが、久光製薬のアキンラデウォ、石
井の活躍もあり、追いすがるNECを突き放し、この試合に勝利し、決勝へ駒を進めた。

作成者： 柴田　等

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


